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紫
合
の
本
署
と
北
出
張
所
を

合
わ
せ
て
、
町
消
防
本
部
に
は

44
人
の
消
防
職
員
が
勤
務
し
て

い
ま
す
。
消
火
活
動
や
救
助
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
防
の

仕
事
の
中
で
、
救
急
活
動
に
携

わ
る
の
が
救
急
隊
員
で
す
。
町

に
は
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持

つ
隊
員
が
15
人
、
そ
の
中
の
９

人
は
、
さ
ら
に
高
度
な
医
療
を

実
施
で
き
る
認
定
救
急
救
命
士

の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
は
、
救
急
車
内

で
気
道
の
確
保
や
輸
液
の
処
置

な
ど
、
心
拍
の
回
復
の
た
め
の

医
療
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
国
家
資
格
で
す
。
資
格
取
得

後
も
病
院
な
ど
で
研
修
を
重
ね

て
救
命
率
の
向
上
を
め
ざ
す
、

救
急
医
療
を
最
前
線
で
支
え
る

人
達
で
す
。

救
急
隊
員
は
、
毎
朝
救
急
車

の
す
べ
て
の
機
器
や
備
品
を
点

検
し
て
出
動
に
備
え
、
出
動
後

は
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。
重

傷
外
傷
や
心
肺
停
止
の
場
合
に

は
、
応
急
処
置
が
適
切
で
あ
っ

た
か
署
内
で
検
討
し
た
上
で
、

医
師
ら
に
よ
る
事
後
検
証
と
指

示
を
受
け
、
さ
ら
な
る
技
術
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
車
到
着
ま
で

に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

が
適
切
に
応
急
手
当
を
行
え
る

よ
う
に
、
住
民
を
対
象
と
し
た

救
命
講
習
会
を
行
い
、
指
導
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
年
間
58

回
行
わ
れ
、
述
べ
１
１
６
３
人

が
受
講
し
ま
し
た
。

救
急
車
は
、
本
署
に
１
台
と

北
出
張
所
に
１
台

の
計
２
台
が
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
輸
液

（
点
滴
）
・
気
管

内
挿
管
資
器
材
や

半
自
動
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
搭

載
し
た
高
規
格
救

急
車
で
、
川
西

市
・
猪
名
川
町
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
出
動
指
令

が
出
て
か
ら
、
平

均
５
・
５
分
で
現

場
に
到
着
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平
成
20
年
１
月
か
ら
７
月
末

ま
で
の
救
急
出
動
は
６
５
４

件
、
１
日
平
均
３
・
０
７
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
搬
送
先
は
、

７
割
以
上
が
川
西
市
内
の
病
院

で
、
救
急
の
受
け
入
れ
環
境
は

比
較
的
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
傷
病
者
が
生
命
の
危
機
に

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

県
内
の
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
や

特
定
の
病
院
へ
搬
送
し
て
い
ま

す
。そ

の
他
、
山
間
部
で
の
事
故

な
ど
で
緊
急
性
が
認
め
ら
れ
た

場
合
は
、
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
要
請
し
て

い
ま
す
。

夜
間
や
休
日
の
子
ど
も
の
突

然
の
病
気
や
け
が
は
不
安
な
も

の
で
す
が
、
落
ち
着
い
て
次
の

窓
口
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

★
医
療
機
関
で
受
診
し
た
方

が
良
い
か
知
り
た
い
と
き

◎
兵
庫
県
小
児
救
急
医
療
電
話

相
談
（
�　
０
７
８
・
７
３
１
・

８
８
９
９
）

★
受
診
可
能
な
病
院
の
情
報

を
知
り
た
い
と
き

◎
消
防
本
部
（
�　
７
６
６
・
０

１
１
９
）

★
夜
間
や
休
日
の
急
病
診
療
所

◎
阪
神
北
広
域
こ
ど
も
急
病
セ

ン
タ
ー
（
所
在
地
＝
伊
丹
市
、

�　
７
７
０
・
９
９
８
８
）

◎
豊
能
広
域
こ
ど
も
急
病
セ
ン

タ
ー
（
所
在
地
＝
箕
面
市
、
�　

７
２
９
・
１
９
８
１
）

中橋 弥里

木下 美由紀

消
防
本
部
救
急
隊

私
達
の
町
の
救
急
隊

9月9日は｢救急の日｣。救急業務へ

の理解と認識を深めてもらおうと、

9日を含む1週間を｢救急医療週間｣と

定めています。

今回は、猪名川町消防本部救急隊

を訪ね、日常業務や救急出動の実態

を取材し、社会問題となっている救

急車の不適切利用などについてもお

話をうかがいました。

簡単なケガの応急手当

いざという時に落ち着いて対処でき

るように、家庭でできる簡単な応急手

当を教えていただきました。処置後は

なるべく早く病院で受診してください。

★やけどのとき★

流水で冷やす。十

分に冷やしたら、消

毒ガーゼや、きれい

な布を当て包帯をす

る。水ぶくれができ

た時は、破らないよ

うに保護する。

★出血 がひど いと

き★

きれ いなガーゼ

やハン カチ・タオ

ルなど を重ねて傷

口に当 て、 その上

を手で圧迫する。感染防止のため血液

に直接触れないように、

できるだけビニール手

袋やビニール袋を使用

する。

★骨折したとき★

激しい痛みや腫れが

あり、動かすことがで

きないので、そえ木を

当て、三角巾などで固

定する。

救
急
出
動
の
実
態

私達の命と身体を
守るために

夜
間
や
休
日
の
子
ど
も
の

急
病
に
も
あ
わ
て
ず
に

救急車は本来、ケガや急病などで緊急に

病院に搬送しなければならない人のための

ものです。しかし、救急車で行ったほうが

早く診察してもらえる、どこの病院へ行け

ばよいかわからない、あるいは車がないか

らなどの理由で救急車を要請する不適切な

利用が増加しています。

町内でも、軽いかすり傷など緊急性の認

められない症状での救急出動や、要請して

おきながら救急車の到着後に搬送を断ると

いった事例が数多く報告されています。

緊急でない場合は、自家用車やタクシー

を利用して病院へ行くようにし、普段から、

かかりつけ医を持って早めに受診するよう

にしましょう。本当に救急車を必要として

いる命の危険がある人への対応の遅れを避

けるため、救急車の適切な利用を心がける

ことが大切です。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の正しい使用方法

や心肺蘇生法を含む救命講習会、救急車の展示・写

真撮影も実施されます。ぜひこの機会に応急手当を

体験してみませんか。

�とき ９月７日（日）午前1 0時～午後２時3 0分

�ところ ジャスコ猪名川店３階および西側駐車場

�問合せ 消防本部救急担当（�7 6 6－0 1 1 9）

�昨年の「救急
フェア」で、Ａ
ＥＤの使用方法
を学ぶ参加者

初
め
て
消
防
本
部
に
う
か
が

い
ま
し
た
が
、
私
達
が
取
材
し

て
い
る
間
に
、
救
急
隊
の
皆
さ

ん
が
数
回
出
動
さ
れ
ま
し
た
。

指
令
が
出
て
か
ら
１
分
以
内

で
出
動
さ
れ
る
隊
員
の
皆
さ
ん

を
間
近
で
見
て
、
そ
の
す
ば
や

い
行
動
力
に
感
心
す
る
と
と
も

に
た
の
も
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。い

ざ
と
い
う
時
、
適
切
な
処

置
や
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

私
達
も
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
し
た
。
【
い
な
が
わ
特
派
員
】

家 庭 で で き る

�
出
動
に
備
え
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
な
ど
の
動
作
確
認
を
行
う
救
急
隊
員


